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二極化するDX

株式会社インフォメーション・ディベロプメント

山陰事業部 クラウドマネージドセンター

センター長 三好 敏明

生き残るために企業がとるべきアクションとは
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講演者紹介

（株）インフォメーション・ディベロプメント入社より金融系の運用・インフラ開発業務に従事

後、インフラ事業部長に就任。

１２０名の組織を牽引しつつ、レガシー事業からの脱却を掲げ、自社クラウドビジネス

(ID-Cross)を立ち上げる。現在もID-Crossのアップグレードを図りながら、各企業の

DXを支援すべく、ウェビナー活動にも力を注ぐ。

三好 敏明 ( Miyoshi Toshiaki )

所属/役職：

株式会社インフォメーション・ディベロプメント

山陰事業部 クラウドマネージドセンター センター長
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会社名 株式会社インフォメーション・ディベロプメント

本社所在地 東京都千代田区五番町12-1 番町会館

設立 2019年 4月1日（IDホールディングス 1969年10月20日）

代表者 代表取締役社長 山川 利雄

資本金 4億円

従業員数 単体 1,277名(単体)  2,555名(連結)（2021年4月1日現在）

上場 株式会社IDホールディングス（持株会社）

東京証券取引所 市場第一部 証券コード：4709

弊社紹介

航空

公益

医療

金融・保険

ソフトウェア開発

システム運営管理

ITインフラ

サイバーセキュリティ

自動車
教育

官公庁
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本資料のねらい

DX推進を阻む「壁」を理解し、具体的な解決方法を示すこと
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１．DX推進の現状

２．クラウド利用で抑えるべきポイント

３．企業のDX推進に向けてすべきこと

４．サービス紹介

アジェンダ
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１．DX推進の現状
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企業のDX取組み状況（経済産業省DXレポート２)

(出典)経済産業省 DXレポート２

✔９割がDX未着手・途上

✔サービスを活用した

ファーストステップが必要
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 システム維持管理費が高額化し、IT予算の９割以上に。

 国内企業の４割で「上司がクラウドを理解していない」

 保守運用の担い手不足でサイバー攻撃やデータ滅失が発生

(出典 https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/01/sony-bank-expands-aws-coverage-to-all-system/

金融系基幹システムのクラウド移行

運用コストにおいて40～60%程度の削減

(出典) https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/ministop/

小売業システムのクラウド移行

運用コスト5年で30%削減

二極化が進むDX推進（取り残される企業は敗者に？）

ガートナージャパン https://t.co/1RGTPclWCE#クラウド

課

題

https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/ministop/
https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2020/01/sony-bank-expands-aws-coverage-to-all-system/
https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/ministop/
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 過剰なハードウェア投資

 属人化・ブラックボックス化

インフラを取り巻くさまざまな課題

 すぐに変えれない・失敗してもやめれない

 時間とコストのかかるインフラ準備

 高額な維持保守

課題解決には クラウド化が不可欠
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6億3,767万円
情報漏えい1件あたりの

平均損害賠償額

セキュリティリスクを考慮したクラウド導入が必須
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クラウド化自体が目的ではなく、

クラウド導入後、

いかにセキュアに効率良く利用するか
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２．クラウド利用で抑えるべきポイント
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クラウドのセキュリティは利用側で管理・運用が必要

クラウド
 IAMユーザ管理

 ルートアカウント管理  ロール管理

 セキュリティグループ管理

OS・アプリ

データ

 パスワード管理  アクセス管理

 ユーザ・グループ管理

 ログ管理(CloudTrail、VPCフロー等)

 WAF管理

 ログ管理(システムログ等)

 改ざん・漏洩防止対策（暗号化など）

セキュリティ対応項目

クラウド利用者が考える

パブリッククラウドの脅威

第１位

クラウドの設定ミス
2020年 Cloud Security Reportより
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継続的にサイバーセキュリティ対策の状況を点検していくことがますます重要に

昨年観測されたサイバー攻撃関連の通信数「5001億パケット」

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）によるNICTER観測レポート2020より
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サイバー攻撃に対する備え

ネットワークの脅威検知
マルウェア検知

対応脅威

高度化する

サイバー攻撃

検知

MSS
マネージドセキュリティ

サービス

AI(機械学習)の活用

脅威検知後の適切な対応
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３．企業のDX推進に向けてすべきこと
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DX推進の がある現場

監視システムITシステム（オンプレ）
監視

保守担当(開発と兼任)

現場教育（現場業務と兼任）情報システム部門

パートナー

社員

指示・管理

現地のメンテナンス

壁 壁

壁
壁

壁

現場では目の前のタスクに追われ、DX推進のステップに進めないのが多くの企業の現状
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リモート運用ベンダー

監視システムITシステム

監視

アラート通知・障害対応

定例・非定例作業

保守担当

ナレッジ

【解決策】DX推進体制の構築

監視

DX推進体制

クラウド

活用・サポート

ビジョン・モデル策定

人材育成

業務プロセス・文化改革

UXデザイン

実現

既存システムの課題認識と対応策

クラウド

セキュリティ管理

システム

運用・保守

ゴールを更新し続け
組織に「誘因」を
与える役割を担う

DX推進には専用の体制構築が必要ですが、忙しい中での体制構築も簡単ではありません。
そのような場合、リモート運用ベンダーの活用を提案いたします。
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４．サービス紹介
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ご提案から設計・構築・移行、運用まで

一貫した体制で課題解決を支援いたします。

運用 50年 セキュリティ 20年の

実績を活かしたサービスを提供
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IDクラウドマネージドセンター

フルリモートで
24時間365日サポート設備・セキュリティとも「Uptime Tier レベル」に準拠し

た安全かつ堅牢なIDグループのオペレーションセンター

アカウント管理

ID-Cross

設計・構築

移行

セキュリティ

監視

オペレーション

ID は APN Standard Consulting Partner です。

マルチクラウドソリューション

クラウドサービスID-Cross(アイディクロス) は、クラウドの導入から管理、セキュリティの実
装までトータルにサポートいたします。
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リモート運用はクラウドマネージドセンターを活用

ビジネスを通じて
地方創生を推進

現場業務含め受託可能業務
は全てリモート対応可

運用のスペシャリストに
よる対応

ID-Crossは鳥取県にクラウドマネージドセンターを設置。
首都圏や地方拠点へも包括的にクラウド運用をサポートできます。



23©2021 ID Holdings Corporation. All Rights Reserved.

SOC サービス
Security Operation Center

クラウドセキュリティの強化

監視/分析

検知

Solution提案・導入

MVISION Unified Cloud Edge 

CDN／WAF／DDoS他

Seceon OTM
aiSIEM

Azure Defender for IoT
OTサイバーセキュリティ

独立系企業のため、お客様のニーズに応じたセキュリティソリューションを実装できます。
さらに導入システムの運用・保守のSOCサービスも展開しています。

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiEr7Cr45HTAhVLFpQKHZsdDcAQjRwIBw&url=https://home.mcafee.com/Default.aspx?culture%3DJA-JP&psig=AFQjCNFHiG10CCDGKLC8gbpV6Kq4_FPd1A&ust=1491634861119989
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まとめ

ID-Crossのリモート運用サービスをフル活用し、

自社にてDX推進体制の確立を

複雑になるクラウドセキュリティもID-Crossのリモート

運用サービスで保守サポート体制を万全に
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人材育成サービス（AWS）

問い合わせ先Webによる
問い合わせ

受講者
AWS Cloud

参照

環境利用

研修テキスト・研修シナリオ

研修環境

セキュアかつ効率的なクラウド導入・運用には高度なスキルを持つクラウド人材が必要です。

当社は独自の研修資材とクラウド環境を活用したリモート型人材育成サービスを提供しており、

クラウド人材の育成を今すぐ開始できます。
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人材育成サービス（AWS）

研修シナリオ 研修テキスト

操作１つ１つが記載されたテキストで、講師不在の自主型研修を実現。

実践で使える設計・構築スキルが、場所と時間を問わず習得できます。
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人材育成サービス（AWS）

・新たな新人研修の確立に（社員のやる気を醸成）

・組織におけるクラウドファーストの
マインドセットに

・クラウド業者に依存しない内部体制の確立に
クラウドの研修環境を

利用し体験しながら

学べます

初級・中級・上級・応用、

目的やスキルに合わせ

選べます

ご利用いただける期間

は研修開始日から

３か月

じっくり
３カ月

選べる
レベル設計

ハンズオン
研修
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ID-Crossの料金や詳細資料DLはこちら

エンタープライズ営業部マーケティンググループ

TEL：03-3262-1734

MAIL：marketing@idnet.co.jp

有難うございました


